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…マ韓国側H朴事一種・ソウル大教授

一

同
f

…
菜園側Hユン・ファン－YE－－ア予ナ州立大教授
一

…
マ
日
本
側
H神
谷一合
了
慶犬
教
授、
中
嶋
嶺
雄・
東
京
外
大教
授、…

年

…

t守
（
重
壬・
青
山
露
大
教
授、
塚
本
勝
了
サ
ン
ケ
イ一

別

…

新
聞
客一員
論
説
委
員

一

円

一

マコ
i
ディ
永
l
タ
l
H
柴
田
穂・
サ
ン
ケ
イ
新
聞コ
ラ
ムニ
ス
ト
、…

ず
る
見方が日本で
は多かっ
た
が、し
て示そ
う
とし
ており、金瞬時』

聞
歴史的転換ではない
そ
れほど一
本調子
の
もので
はな

聞宍磐田
も、堅固の逮
要性を
強調
た政
策
を
とろ
う
と
し
て
い号
在
韓
「
朝鮮単畠に
た
い
する米ソ申白井｝

新

本
社
主
催
「
白
韓
米

セミ
ナ
ー」

く、

さき
ま
の
フ
レ
キ
シ
5
3
b
て
い
る
宗
目
立っ
てい
る」
と
の
米
軍
隊返
の
白
紙
化、
韓
国軍
の
現
代
い
う
四
国
の
認
識
に
は共
通
点
が
あ

経

は、
「
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
北
東
ア
ジ
1
宗
一軟
性）
を
もっ
て
い
る
と
い
う
点

見方
を
とっ
て
い
る。

化
推
進
と
い
う
政
策
変
化
も、
軍
事
力
り、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
なっ
て
も、
こ

産
ア」
を
テ
ーマ
と
し、
二
つ
の
著
書

『
（既
零時を基礎にして討議がおこ

「
l
I
l
lit－－sti
lli－
－『i
l
l
111
11JIB
illi
－
－
ilit－－tt」

なわ
れ
宗、
第
一の
問
題
点
と
レ

一
－

〉
与え
言
E
己
主
左

目一

て、
レ1
安政
権の
主アジ
ア’

－

L
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戸
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レーガン新
政権の北東アジア政
一
a
Eヲ
V句・2」圃
4
・
－

saaz
－－v

，
ヨ
司a
hF
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一

言、その世界政策と向。ょう
一
－－F－
aaL，
』
司』司
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aF一44
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白咽一
苛
円FC
一

に、
まだ
案書
化
し
てい
ない

一
、1
〈
2
Z，p
pu‘
s
j．、
1
8T、
4一

ので、「来
襲」（
語教授）
な

「Illi－－
l
i
lili－－
lil
－i
l
i－
－
－

一

部分
が残されて
い
る
と
い
う
前提
に

立
ち
な
が
ら
も、
在
韓
米
軍
撤
退の
自
を
見
逃
し
て
は
なら
ない。
朝
鮮
半
島

の
拡
大
とい
う
より
も、
防
衛
的
な
の
認
識
は
変わ
ら
な
い
か
ら
だ」
と
説

紙
化
に象徴Jd
れ
るよう
な
政民の
変
に
たい
す
る
政
策に
も
明ら
かに
政
策パ圏内問題抱える大国質的改善
だ
と思つ」あべ
て
い
明し
て
い
る。

化が
明
白
に
う
かが
え
ると
の
認識
で
の
変
更
が
み
ら
れ
る
が、
基
本姿
勢
は

ま
た
塚
本
氏も
「
レI
ガ
ジ
政
権の
る。

ごれ
に
た
い
し、
ヲZ
1
教
授
は

は
ほ
ぼ一
致し
た。

変
わっ
て
いな
い。
ヵ
I
タ
l
政
権
末
登
場
に
よっ
て、
米
国の
安
全
保
障
政

ご
う
し
た
レl
ガ
ジ
疎権の
北
東
ア
「
花
東
ア
ヲ
アの
将
来
が
西
側
より
明

だ
が、
こ
の
政
策
の
変
化
につ
いて
期
の
政
策
の
継
震
と
い
う
性格
が
濃
厚
策
が
急
転
換
し
たわ
け
で
は
なく、
た
ヲ
ア
政
策
が
今後
の
北
東
ア
ヲ
ア
に
ど
るい
とい
う
見方
に
は
賛
成
で
を
な

は
「
歴
史的
転
換
が
起
こっ
たわ
け
で
だ」
と
い
う
見
解
を
示
し
た。

だ
これ
ま
での
よ
う
な
前
方
展
開
を
と
う
い
う影
響
を
あ
た
え
るの
か、
と
い
い」
井岡山
ベ
た。

要
素
は、
対
内
的
要
因
が
対
外
的
要
因
関、
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義人
民
共

は
ない」
（
ジョ
1
教
授）
と
い
う一

ヲョ
I
教
授
も
「ニ
ク
リノン・
キッ
ら
ずに、
＝一
地
減
を
区
別
し、
N
A
T
う点
に
な
る
と、
楽
観
論

介悉観
論
の

周
辺
大
国の
朝
鮮
半
島
に
た
い
す
よ
り
も
量
要に
な
る
とい
う
点
だ。
こ
和
国〉
に
つ
い
て
もい
え
る。
その
結

方で
共通
し
た。
例
え
ば、
神
谷
教
授
ジン
タャ
I
時
代の
継
家ζ
間見
るべ
き
O
（
北
大
西
洋
条
約
機
繕）
で
は
前
方
両
方
が
出
さ
れ
たo
例
え
ば神
谷
教
授

る情
勢
認
識に
つ
い
て、
神
谷
教
授
は
れ
は世
界
的
傾
向
で
あ
り、
米
国、
y
果
とし
て、
周
辺
大
国の
朝
鮮
学
島
に

は
「
レ
ー
ガ
ン
政
権の
位
界
政
策
を
対
だ。
当
面、
レ
ー
ガ
ン
政権
は
米韓
関
展
開、
中
東
で
は
緊
急
展
開、
北
東
ア
は
「
長
期
的
にみ
℃、
楽
観
的に
考
え
「
八
0
年
代
半
ばを
対
象
に
考
え
る
速、
中
国
が
い
ずれ
も
深刻
な
圏
内
閲
た
い
す
る
関
心
は
低
く
た
るだ
る
つ」

y
強
硬
論
串」
中
心
と
す
る
強

い路線
キ
係の
改
答
を
9
同
盟
関
係の
模範e
とF
4vd
ア
で
は
前
方
展
開
ー
とい
う
異
な官。
て
い
差

との
で

その
理
由
と
し
τ
と、
朝
鮮
半
島
在
中
心
唱と
す
る
犬
ぎな
癒
を
か
か
え
て
い
る。

向。
こ
と

が持

お
ベ
た
？

＝上＝

セミナー参加者のうち右からジョー、 神谷、 中嶋の三教授（石黒潔撮影）

漠
た
中
鳩
教
授
は、
「
レ
l
汐ン
政

権
の
北東ア
テ
ア
政
策
が
来
定
形
な
の

は、
レ
ー
ガ
ン
政
権
内
部
が二
重
構造

で、
グ
ロ
ー
バ
ル・
ポ
P
ジ
l
S
県政

策〉
で
固
まっ
て
い
く
の
か、
米韓
台

と
いう保守
的体質
で
固まっ
て
い
く

の
か、
二
つ
の
円
環
が一
致し
てい
な

い
と

こ
ろ
か
ら
起こっ
て
い
る。しか

し
レー
ガ
ン
政
権
が
地
東
ア
ヲ
ア
に
重

忠乞おこう
と
し
て
い
る
こと
は確
か

だ」
と
のベ
たブ

，南北解決4では両論

ご
の
結
果、
朝
鮮
半
島
の
南
北
問
題一

は、
同辺
大国
間の
関
係
よ
りも「
南一

北
自
体
の
自
主
解
決の
方
向
が
強
ま

る」（
中嶋、
神谷町
教き
と
いう

展
望
が
出
さ
れ
た。

そ
れ
に・た
いし、

朴教
授
か
ら
「
朝

鮮
半
島に
た
いす
る周
辺
大国の
関
心

が
弱
ま
る
ご
と
はあ
るま
い。
仮に
関

必
が
弱
ま
るとし
て
も、
そ
れ
に
よっ

て
南
北
問
題
の
評
決
が
呈古
る
とは
思

わ
な
い」
という否
定的意見が出
さ

れ
た。結

局、
討
議事
加者
の
ほ
と
ん
ど
が

レ
ー
ガ
ン
政
権の
北
東
ア
ジア
の
安全

保
障
政
策
につ
い
て
は、

肯定
的な
見

方
が
強
く、
そ
れ
が
地
東ア
ヲ
アの
平

和
と
安
定を
もた
ら
？
と
の
楽
観
的展

望の
綬
拠
に
はっ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
た。一

【
柴
田
穂・
本
社
コ
ラ
ムニ
ス
ト】

レーガン政権と北東アジア　日韓米セミナーから　米の
政権変化は平和と安定に寄与し得る
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北の特異な国家体制

レ
ーガ

ン政

権

の

北

東
アヲ
ア
政策

の変
化

に

つ

い

て

は

、討
論
参
加
者

の

ほ
とん
ど

が

肯
定的

評価

を

下した

が
、朝

鮮
半
島

の将
来

の展
望

とい

う

点

に

な

る

と

、楽

観

論
乙悲

観

論

に
分

か

れ

た

。
こ

れ

は

北

から
の脅

威

に

た

い

す

る認識
の違

い

か
ら
出

てい
る

よ

う

に
思
わ

れ

た

。

一
北
から

の脅
威

とい

え
ば

、

第

一

に

E

北

朝
鮮
（
朝
鮮
民

主
主

務

人

民
共
和

国

）

の軍

事力が
挙
げら

れ
る

。

こ
の

軍

事

力に
つ

い

て

、塚
本

勝一
氏
（
サ

一
ジ
ケ
イ
新
聞
客
員
論
説
委
員
V

は
「
北

の軍

事

力

を

軽
視

で

き

な

い

。

脅
威

を

襲

く
見

るの
は

危
険
だ 。

北

は

七
五
年

置
から

の兵
力
鑓
強

で

、正一回
戦
力

が
い

F
ちNU

る

し

く
強
化
さ

れ

た。

現
在

の状

況

で

は

、グ
D一フ
戦

な

ど
非

正

規殺し

か

な

いが
、在

騎
米軍

の撤
退

とい

う

事

態

が

起

こ

れ
ば

、な
んら
か

の行
動

に
出

る
可
能
径
が

あ

る
」

と

指
摘し

た
。

表
た

柴
田

本

社コ
ラムニ
ス
トは

、

「泌
から

の脅
威は

、在
穂
米軍
撤
退

の白
紙化

、

韓

国

軍
の

近

代
化
推
進

に

よ

っ

て

、
南の抑

止
力が
強

ま

っ

て

き
だ
現状

で

は

、前
線
から

正

規
戦

を

展

開
す

る

こ
と

は

難し

い

。

北は

むし

ろ

武
装
スパ
イ

を

南
に

浸
透
さ
せ

、地
下

組
繊

を

つ

く
っ

て

か

く
乱

し

、勝

国

の

政
治
不

安

を

都
求レ

て、

解
放
革
命
に

制e 、
外部
から

の情
報

を

封
じ

、

金

日
成
主

席
の神

格
化

に
象
徴
さ

れ
る

閉

鎖

国

家

な

ど
の

国

内
体
制

、

申
Y

の闘

を

揺

れ
動

く
外
交
政
策

、

中

Y
の

北

に

た

い

す

る
影
響
力
都
大
競
争

な

ど多
角 滞heと大声を張り上げて読んだニててぎたことも、ごの可能艇を大

と

で

あ

る

o

y

連人

に

聞

く

と

、

，

ぁぎ

く

するだろ
う

」と

の

予

測

を

一示

し

れ

は

、

われわ
れの
共産
主 義夫ほ遂

た

。

ゆっ

e

とい
っ

てい

た

」

とい

う事
実

そ

中ソ間で揺れ動く

紹介した。

金
正

自民

を

後継者

と

す

る

9

世
相揖ま
た
最

近

、

西側

の

北

朝鮮

専門

家

体
制

hq

に

つ

い

て

、

朴奉植
教授
（y

の
聞

で

観
測
さ

れ

て

いる

ク

北

の

y述

内J
ル
大）
は「

朝鮮解放

の

歴史
が

金

寄り

e

に

つ

い

て

、

中

嶋嶺雄
教授

日
成

一

家

の

歴史と

し

て

、
ぬ り替え

（

東京外語杏

は

「

金

日

成
ヂ戚

は

ち

れ

てい
る

以上

、

金
正

日

が南の統 ソ

連
から
も

中国

から
も

信用

を

矢

一
を

め
ざ

す

とい

う
図式が
考

え
ら

れ
ヲ

て
お

り

、

中国も

ソ

連
も

、

北

の

諮

る

。

金

正

日

へ

の

権

力
委設に
よ
っ℃

を

す

る

と

、

イヤ
な
顔

を

す

る

。

米

国

起

こ

る

国

内

の

不

安
定

な

状況
を

む闘

や
日
本

が

中国

と

い

っ

し

ょ

に

な

っ

て

中北
下ノ � 

m軽

翠 視
Bこ2ま

注危
日険

持
ち込
み

、

武
装
統一

を

実
現す

る

と

的

、

震
層
的
構
造

を

も

っ
て

いる
」

と

す

る

た

め
、外郎

に
目
そ
そ
らす

と

い

い

う

戦
略戦
術

を

今
回
、

い

ぜ
ん
堅
持
指
摘し

た

。

う

一千

を

打
つ

こ

と

も

考
えら

れ

、

響
戒

し

てい
る
。した

が

っ

て

後
方
か

く
乱

北
朝
鮮

の特
異

な国

家

体
制

につ

い

し

な

け

れ
ば
与ら

な

い

。

金

正

日が
朝

井昇

正

規
戦
が
当
面

の

北

から
の脅

て、

一
九
七
四
年

と

七
九
年

の二
回

、

鮮
戦
争

で

の敗

北

と

い

う

経験

を

も

っ

威
の

焦点
だ」

と

の
見方

を

提
起

し

控ゼ訪

れ

た

ジ耳
1

教授

〈
米ア
D
ゾ

て

い

な

い

こ

と

に

も

、注窓
す也
必
嬰

が

た

。

ナ
州
立
大

）
は

「

北

井韓

国

が

違

う

のあ

る
」

》指
摘し

た

。

また

柴
田コ
ラ
ム一一
ス
トは

「北

かは

、

北

に

は

外部
か
ら情
報

が

一人

っ℃

汐
デl

教授

も

「

北

のタ
世
襲体

ち
の轡

威は

、

単

に
軍

事

力
や
兵
営

国

三

な

い
とい

う

こ

と

だ 。
ハ
パ
ロ
フ
ス制

。は

、

金

正

日

が

後

継
者

と

な

ヮ

た

家

体
制
だ
け

で

な

く、

北

の特
異
な金

グ会議

で

印
象
深
か

っ

た

の
は

、

北

の
ら
、一

一

、

三
年

内

に権元
闘
争
が
爆
発

日

成
独
裁
体
制

、

子
息

の

金

正

臼
氏
を

代表

が

報
告す

る

と

き

、

金
日成

主

隠
す9
可
能
性がい
診也 。

金

日

成

自
身
が

後
継
者
に
し
よ
う
と
す
る
9
世
襲
体
の
引
用
の
個所
に司
なる
と
9
金
日
成
主
，
テク
ノ
ク
ラ
ー
ト
や
箪
事専
門
家
を帯同

対
リノ
雨明
硬
窓匂

と

る

と

、北は
ソ

連

ι

の関
係を
促
進するだ

ろ

う

。
北が
ン

逮
寄り

に

な

る

と

、

北が
韓

国

に

た

い

し
て

挑
発

に
出

て

くる
こ

と

も

考
え
ら

れ
る

」

と

のペ

た

＠

塚
本

氏

も
「も

し

北

が
リ／
述
書
り
巳

な

る

と

、

中

国

に
大
ぎな
替
威

に

な

る

ので

、

中国

は

そ

う

い

う

状

態を
許
さ

な

い

だ
ろう 。
そ
こ
に
北

の自
主的
行

動
の余

地が
出

て

《

る
」

と、

中

リノ
の

彫
響
力
拡
大
競
争
の
可能
性
に
注
意乞

当面ない
中ソ改善

促
し

た

。

また

九ンョ
1

教

授は
「

北

は

ずっ

と

北

京

寄り
、モ

ス
ク
ワ
寄りへ

と

動
揺

ぞ
日仰げ

て

き
て
お

り

、

Y連
寄
り

に

も

限
界が
あ

る
。
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